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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板及び第２基板、該第１基板及び第２基板の内側面各々に形成される第１配向膜
及び第２配向膜、並びに該第１配向膜及び第２配向膜のいずれか一方の表面に配置される
少なくとも１つの異物を含む平板ディスプレーパネルのリペア方法であって、
　前記第１基板または第２基板に、前記少なくとも１の異物に対応する少なくとも１のホ
ールを形成する工程と；
　前記少なくとも１のホールをブラックカラー紫外線硬化樹脂で埋める工程と；
　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に偏光された紫外線を照射する工程を含み、前記偏
光された紫外線は、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の内
側面に形成された配向膜の配向方向に垂直な成分を含み、前記少なくとも１のホールを有
する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に平行な成分は
除去されることを特徴とする平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１のホールは、前記第１基板または第２基板の外側面に開口して、前記
第１基板または第２基板に垂直な方向に形成され、前記第１基板または第２基板の内側面
と離隔されることを特徴とする請求項１に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項３】
　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に偏光された紫外線を照射する工程が、
　前記平板ディスプレーパネルの上方に紫外線光源を配置する工程と；
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　前記平板ディスプレーパネルの上方に偏光フィルターを配置する工程と；
　前記紫外線光源から前記偏光フィルターを通じて前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に
紫外線を照射する工程をさらに含み、前記偏光フィルターは、前記平板ディスプレーパネ
ルと前記紫外線光源間に配置されることを特徴とする請求項１に記載の平板ディスプレー
パネルのリペア方法。
【請求項４】
　前記偏光フィルターは、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または、第２
基板の内側面に形成された配向膜の配向方向と平行な前記紫外線の偏光成分を遮断して、
前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配
向膜の配向方向と垂直な前記紫外線の偏光成分を透過させることを特徴とする請求項３に
記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項５】
　前記平板ディスプレーパネルは、前記配向膜間に介された液晶層をさらに含むことを特
徴とする請求項１に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項６】
　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂は、前記少なくとも１のホールの体積の１０％より
大きい体積を有することを特徴とする請求項１に記載の平板ディスプレーパネルのリペア
方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１のホールを形成する工程は、マイクロドリリング(micro drilling)法
、マイクロエンドミリング(micro end milling)法、短波長レーザー利用法、超音波利用
法のいずれかの１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の平板ディスプレーパネルの
リペア方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１のホールは、同一な大きさを有する多数個であることを特徴とする請
求項１に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１のホールの大きさは、前記少なくとも１の異物の大きさによって決定
されることを特徴とする請求項１に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項１０】
　第１基板及び第２基板、該第１基板及び第２基板の内側面各々に形成される第１配向膜
及び第２配向膜、並びに前記第１基板及び第２基板のいずれか一方の表面に配置される少
なくとも１の異物を含む平板ディスプレーパネルのリペア方法であって、
　前記平板ディスプレーパネルの全ての画素がつくように、前記平板ディスプレーパネル
を駆動する工程と；
　前記平板ディスプレーパネルの欠陥を探知する工程と；
　前記第１基板及び第２基板のいずれか一方の表面に、前記少なくとも１の異物に対応す
る少なくとも１のホールを形成する工程と；
　前記少なくとも１のホールをブラックカラー紫外線硬化樹脂で埋める工程と；
　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に偏光された紫外線を照射する工程とを含み、前記
偏光された紫外線は、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の
内側面に形成された配向膜の配向方向に垂直な成分を含み、前記少なくとも１のホールを
有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に平行な成分
は除去されることを特徴とする平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１のホールは、前記第１基板または第２基板の外側面に開口して、前記
第１基板または第２基板に垂直な方向に形成され、前記第１基板または第２基板の内側面
と離隔されることを特徴とする請求項１０に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法
。
【請求項１２】
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　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に偏光された紫外線を照射する工程は、
　前記平板ディスプレーパネルの上方に紫外線光源を配置する工程と；
　前記平板ディスプレーパネルの上方に偏光フィルターを配置する工程と；
　前記紫外線光源から前記偏光フィルターを通じて前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂に
紫外線を照射する工程をさらに含み、前記偏光フィルターは、前記平板ディスプレーパネ
ルと前記紫外線光源間に配置されることを特徴とする請求項１０に記載の平板ディスプレ
ーパネルのリペア方法。
【請求項１３】
　前記偏光フィルターは、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基
板の内側面に形成された配向膜の配向方向と平行な前記紫外線の偏光成分は、遮断して、
前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配
向膜の配向方向と垂直な前記紫外線の偏光成分を透過させることを特徴とする請求項１２
に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項１４】
　前記平板ディスプレーパネルは、前記配向膜間に介された液晶層をさらに含むことを特
徴とする請求項１０に記載の平板ディスプレーパネルのリペア方法。
【請求項１５】
　前記ブラックカラー紫外線硬化樹脂は、前記少なくとも１のホールの体積の１０％より
大きい体積を有することを特徴とする請求項１０に記載の平板ディスプレーパネルのリペ
ア方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、製造方法に係り、より詳しくは、製造工程の際に、ディスプレーパネル上に
発生される不良をリペアするためのディスプレーパネルのリペア方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平板表示装置の一種である液晶表示装置ＬＣＤは、従来の陰極線管(ＣＲＴ)に比べて、
消費電力が低く、軽量薄形化が容易であって、大型化及び高精細化が可能で幅広く使用さ
れている。
【０００３】
　このような液晶表示装置ＬＣＤのディスプレーパネルは、一般的に、各画素を駆動させ
る薄膜トランジスタが形成されている下部基板と共通電極が形成されている上部基板間に
、液晶が密封された状態で構成される。前記基板は、透明基板、例えば、石英基板上に共
通電極や画素電極等を形成して、前記共通電極や画素電極間の電気的短絡を防ぐために絶
縁膜を形成する。
【０００４】
　前記絶縁膜上に配向膜を形成して、液晶が一定な方向に配列されるように、前記配向膜
をラビングして、一定な方向の谷を形成した後、前記上部基板及び下部基板を一定な間隔
にシールパターンを使用して封合し、その間の空間に液晶を注入して密封する。
【０００５】
　ところで、前記のように行われる液晶ディスプレーパネルの製造工程の際に、図１に示
したように、カラーフィルター層３が形成された上部基板１の第１配向膜４または、下部
基板２の第２配向膜５に異物８が固着された状態で、前記両基板間に液晶を注入して液晶
層６を形成する場合、電界が印加されてない時、ブラック画面を表示するノーマリブラッ
ク駆動の液晶表示装置では、図２の写真のように、バックライトによって前記異物８が挿
入された位置が周りより明るく見える輝点または、弱輝点でディスプレーパネル上に表示
される。
【０００６】
　これは、前記配向膜(４または５)に固着された異物８によって注入された液晶分子の配
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列がツイストされることによって発生する現象であり、ディスプレーパネルの駆動のため
の電界が形成される場合にも、輝点が表示され液晶表示装置の品質を低下させる原因とな
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記のような問題を解決するために案出されており、ディスプレーパネルに
発生される輝点を除去することを目的として、特に、輝点を除去するにおいても、基板に
形成された配向膜の損傷を最小化することをまた他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記のような目的を達成するために、本発明は、第１基板及び第２基板と、前記第１基
板及び第２基板のいずれかの上部に配置される、少なくとも１つの異物を含む平板ディス
プレーパネルのリペア方法であって、前記第１基板または、第２基板に、前記少なくとも
１の異物に対応する少なくとも１のホールを形成する工程と；前記少なくとも１のホール
を樹脂で埋める工程と；前記樹脂に偏光された紫外線を照射する工程を含む平板ディスプ
レーパネルのリペア方法を提供する。
【０００９】
　前記少なくとも１のホールは、前記第１基板または第２基板の外側面に接触して、前記
第１基板または第２基板に垂直な方向に形成され、前記第１基板または第２基板の内側面
と離隔される。
【００１０】
　前記樹脂は、ブラックカラー樹脂であって、前記平板ディスプレーパネルは、前記第１
基板及び第２基板の内側面各々に形成される配向膜をさらに含む。
【００１１】
　前記偏光された紫外線は、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２
基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に垂直な成分を含み、前記少なくとも１のホ
ールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に平行
な成分は除去される。
【００１２】
　前記樹脂に偏光された紫外線を照射する工程は、前記平板ディスプレーパネルの上部に
紫外線光源を配置する工程と；前記平板ディスプレーパネルの上部に偏光フィルターを配
置する工程と；前記紫外線光源から前記偏光フィルターを通じて前記樹脂に紫外線を照射
する工程をさらに含み、前記偏光フィルターは、前記平板ディスプレーパネルと前記紫外
線光源間に配置される。
【００１３】
　前記偏光フィルターは、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または、第２
基板の内側面に形成された配向膜の配向方向と平行な前記紫外線の偏光成分は、遮断して
、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された
配向膜の配向方向と垂直な前記紫外線の偏光成分を透過させる。
【００１４】
　前記平板ディスプレーパネルは、前記配向膜間に介された液晶層をさらに含み、前記樹
脂は、前記少なくとも１のホールの体積の１０％より大きい体積を有する。
【００１５】
　前記少なくとも１のホールを形成する工程は、マイクロドリリング(micro drilling)法
、マイクロエンドミリング(micro end milling)法、短波長レーザー利用法、超音波利用
法のいずれかの１つを含む。
【００１６】
　前記少なくとも１のホールは、同一な大きさを有する多数個の場合もあって、前記少な
くとも１のホールの大きさは、前記少なくとも１の異物の大きさによって決定される。
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【００１７】
　また、本発明は、第１基板及び第２基板と；前記第１基板及び第２基板の上部に各々形
成される第１配向膜及び第２配向膜と；前記第１基板及び第２基板間に介される液晶層と
；前記第１基板及び第２基板のいずれかの上部に配置される異物と；前記異物に対応して
、前記第１基板及び第２基板のいずれかの上部に形成されるホールと；前記ホールを埋め
る紫外線硬化樹脂とを含むリペアされた平板ディスプレーパネルを提供する。
【００１８】
　前記紫外線硬化樹脂はブラックカラー樹脂であって、前記平板ディスプレーパネルはノ
ーマリブラックモードである。
【００１９】
　前記ホールは、前記第１基板及び第２基板のいずれかの外側面に接触して、前記第１基
板及び第２基板のいずれかに垂直な方向に形成され、前記第１基板及び第２基板のいずれ
かの内側面と離隔される。
【００２０】
　前記紫外線硬化樹脂は、前記ホールの体積の１０％より大きい体積を有して、前記ホー
ルを有する前記第１基板及び第２基板のいずれかの内側面に形成された配向膜の配向方向
に垂直な成分を含み、前記ホールを有する前記第１基板及び第２基板のいずれかの内側面
に形成された配向膜の配向方向に平行な成分は除去される紫外線で硬化される。
【００２１】
　さらに、本発明は、第１基板及び第２基板と、前記第１基板及び第２基板のいずれかの
上部に配置される、少なくとも１の異物を含む平板ディスプレーパネルのリペア方法であ
って、前記平板ディスプレーパネルの全ての画素がつくように、前記平板ディスプレーパ
ネルを駆動する工程と；前記平板ディスプレーパネルの欠陥を探知する工程と；前記第１
基板及び第２基板のいずれかに、前記少なくとも１の異物に対応する少なくとも１のホー
ルを形成する工程と；前記少なくとも１のホールを樹脂で埋める工程と；前記樹脂に偏光
された紫外線を照射する工程とを含む平板ディスプレーパネルのリペア方法を提供する。
【００２２】
　前記少なくとも１のホールは、前記第１基板または第２基板の外側面に接触して、前記
第１基板または第２基板に垂直な方向に形成され、前記第１基板または第２基板の内側面
と離隔される。
【００２３】
　前記樹脂は、ブラックカラー樹脂であって、前記平板ディスプレーパネルは、前記第１
基板及び第２基板の内側面各々に形成される配向膜をさらに含む。
【００２４】
　前記偏光された紫外線は、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２
基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に垂直な成分を含み、前記少なくとも１のホ
ールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配向膜の配向方向に平行
な成分は除去される。
【００２５】
　前記樹脂に偏光された紫外線を照射する工程は、前記平板ディスプレーパネルの上部に
紫外線光源を配置する工程と；前記平板ディスプレーパネルの上部に偏光フィルターを配
置する工程と；前記紫外線光源から前記偏光フィルターを通じて前記樹脂に紫外線を照射
する工程をさらに含み、前記偏光フィルターは、前記平板ディスプレーパネルと前記紫外
線光源間に配置される。
【００２６】
　前記偏光フィルターは、前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基
板の内側面に形成された配向膜の配向方向と平行な前記紫外線の偏光成分は、遮断して、
前記少なくとも１のホールを有する前記第１基板または第２基板の内側面に形成された配
向膜の配向方向と垂直な前記紫外線の偏光成分を透過させる。
【００２７】
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　前記平板ディスプレーパネルは、前記配向膜間に介された液晶層をさらに含み、前記樹
脂は、前記少なくとも１のホールの体積の１０％より大きい体積を有する。
【００２８】
　以下、添付された図面を参照して、本発明による実施例を詳しく説明する。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明は、輝点で現れるディスプレーパネルの不良をリペアする方法を提示しているが
、簡単な装備の構成で行われ、特に、紫外線の照射によって発生する配向膜の損傷を最小
化して、より高品位の平板ディスプレー装置を提供する。
【実施例】
【００３０】
　図３Ａないし図３Ｃは、各々本発明による平板ディスプレーパネルのリペア方法を説明
するための工程図である。
【００３１】
　図３Ａに示したように、第１基板１０及び第２基板２０は、相互に向かい合って離隔さ
れる。カラーフィルター層１２は、第１基板１０の内面に形成され、第１配向膜１４は、
カラーフィルター層１２の上部に形成される。第２配向膜２２は、第２基板２０の内面に
形成される。液晶層３０は、第１配向膜１４及び第２配向膜２２間に介される。
【００３２】
　このような液晶ディスプレーパネルの製造工程の際に、前記液晶層３０を形成するため
の液晶注入以前に、前記第１配向膜１４または、第２配向膜２２上に異物５０が固着され
た状態で液晶が注入されて、このような異物５０は、液晶ディスプレーパネルの輝点や弱
輝点として機能し、特性を低下させる。
【００３３】
　図面には示してないが、共通電極がカラーフィルター層１２と第１配向膜１４間に形成
されて、薄膜トランジスタと画素電極が第２基板２０と第２配向膜２２間に形成される。
【００３４】
　前記液晶ディスプレーパネルの製造工程が完了された後、完成された液晶ディスプレー
パネルに対する検査工程が行われる。
【００３５】
　前記液晶ディスプレーパネルの全ての画素がつくように(turn on)駆動される。その後
、オートプローブ(auto probe)等で液晶ディスプレーパネルをスキャンして染み、ドット
欠陥、ライン欠陥を含む欠陥を探知して、欠陥の発見時、ディスプレーパネルをリペアす
る。
【００３６】
　液晶ディスプレーパネルのリペア工程では、第１基板１０及び第２基板２０のうち欠陥
が存在する反対側の一基板に、欠陥に対応する位置にホール４０を形成する。例えば、異
物５０が第１基板１０で発見された場合は、第２基板２０の外側面にホール４０を形成す
る。
【００３７】
　この時、前記ホール４０は、前記第２基板２０上で基板面に垂直に、すなわち、前記第
２基板２０の厚さの方向に形成するが、前記第２基板２０を貫通しないように形成される
。
【００３８】
　また、前記ホール４０は、例えば、マイクロドリリング(micro drilling)法、マイクロ
エンドミリング(micro end milling)法、短波長レーザー利用法、超音波利用法のいずれ
かの１つによって形成される。
【００３９】
　ホール４０の大きさは、欠陥の大きさによって異なったり、１つの大きさを有したりす
る。すなわち、ホール４０の大きさを欠陥の大きさに対応するようにして、リペアの正確
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性を高めて、リペアによって遮られる領域が最小化できる。ホール４０を、多様な大きさ
の欠陥を全て覆う同一な１つの大きさにして、リペア工程の効率が改善できる。
【００４０】
　欠陥の大きさは、１つの画素領域に対応したり、１つの画素領域の一部に対応したりす
る。
【００４１】
　図３Ｂに示したように、前記ホール４０にマイクロノズル(図示せず)等を利用して樹脂
６０を埋めるが、前記樹脂６０は、ディスプレーパネルに現れる輝点をカバーするための
光遮断用素材であるために、暗いカラーであって、最も望ましくは、ブラックカラー樹脂
を利用する。また、前記ホール４０を埋める樹脂６０の量は、バックライト光が全然透過
されない程度であれば、その量は関係ないが、望ましくは、前記ホール４０の体積の１０
％以上を埋める。
【００４２】
　前記のようなホール４０に樹脂６０を埋めた後は、前記樹脂６０の硬化のために紫外線
ＵＶを照射するが、この時、照射される紫外線は、特定方向の振動成分が遮断された、す
なわち、偏光された紫外線である。
【００４３】
　図３Ｃに示したように、ホール４０を埋めた樹脂６０の硬化のための偏光された紫外線
を照射するが、紫外線光源７０と前記第２基板２０間に、偏光フィルター８０を位置させ
て、紫外線の特定方向の振動成分を遮断し、所定方向に偏光させた後、前記樹脂６０に照
射する。
【００４４】
　この時、前記光源７０から出射された紫外線ＵＶで遮断され除去される成分は、前記第
１配向膜１４及び第２配向膜２２の配向方向と平行な成分であるが、前記紫外線ＵＶのう
ち、配向方向と平行な偏光成分によって第１配向膜１４及び第２配向膜２２を構成する分
子の結合リングが破壊され 配向膜が損傷されるために、前記第１配向膜１４及び第２配
向膜２２の配向方向と平行に振動される偏光成分を遮断させる。勿論、配向膜の配向方向
と平行でない偏光成分は、分子の結合リングを損傷しないために、 配向膜に照射しても
構わない。
【００４５】
　特に、前記偏光フィルター８０によって偏光され照射される紫外線の強度は、配向膜の
損傷とは関係なく、また、前記偏光フィルター８０は、大きさまたは前記紫外線光源７０
との距離等を調節することによって、望ましくは、偏光されない紫外線が前記第１基板１
０と第２基板２０側に直接照射されないようにする。
【００４６】
　前記実施例とは異に、液晶ディスプレーパネルをリペアするためのホールは、第１基板
及び第２基板のいずれかに形成されて、この場合、ホールは、異物が存在する基板に形成
されたり、異物が存在する基板の反対側の基板、すなわち、異物が存在しない基板に形成
されたりする。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】液晶ディスプレーパネルでの輝点発生の原因を説明するための構造断面図である
。
【図２】図１の構造断面図による液晶ディスプレーパネルで異物挿入によって発生した輝
点の写真である。
【図３Ａ】本発明による平板ディスプレーパネルのリペア方法を説明するための工程断面
図である。
【図３Ｂ】図３Ａに続く製造工程を示す断面図である。
【図３Ｃ】図３Ｂに続く製造工程を示す断面図である。
【符号の説明】
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【００４８】
１０：第１基板　　　　　　　　　　　
１２：カラーフィルター層
１４：第１配向膜　　　　　　　　　　
２０：第２基板
２２：第２配向膜　　　　　　　　　　
３０：液晶層
４０：ホール　　　　　　　　　　　　
５０：異物
６０：樹脂　　　　　　　　　　　　　　
７０：紫外線光源
８０：偏光フィルター

【図１】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】
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